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こ
こ
は
京
都
？

こ
こ
は
京
都
？

い
い
え
、
野
々
市
で
す
。

い
い
え
、
野
々
市
で
す
。

この場所がどこか分かりますか。
答えは22ページの「今月の表紙」で。
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市制１周年記念　野々市まちづくりシンポジウム

歴史ある景観が導く“まちづくり”と“賑わい創出”

昭
和
40
年
代
か
ら
新
市
街
地
の
整
備

と
拡
大
を
進
め
て
き
た
野
々
市

市
。
こ
れ
に
よ
り
住
宅
地
や
店
舗
、
病
院

が
増
え
、
生
活
に
便
利
な
ま
ち
へ
と
発
展

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
発
展
の
裏

で
、
こ
れ
ま
で
野
々
市
に
暮
ら
す
人
た
ち

が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
が
忘
れ
ら
れ
て

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
と
な
っ
て
１

年
を
迎
え
た
11
月
11
日
㈰
、
歴
史
あ
る
景

観
を
守
り
伝
え
、
地
域
資
源
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
、
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

元
野
々
市
町
史
編
纂
専
門
委
員
で
、

金
沢
湯
涌
江
戸
村
村
長
の
土
屋
敦

夫
氏
は
、
本
町
通
り
（
旧
北
国
街
道
）
に

50
軒
ほ
ど
残
る
古
い
民
家
を
建
築
的
視
点

か
ら
評
価
し
「
本
町
通
り
の
民
家
は
、
元

は
農
家
だ
っ
た
が
町
が
発
展
す
る
に
つ
れ

て
商
売
を
始
め
る
人
が
増
え
た
た
め
、
前

面
は
町
家
（
商
家
）
の
形
で
奥
が
農
家
の

間
取
り
と
い
う
変
わ
っ
た
造
り
が
多
い
。

ま
た
、
前
面
の
細
か
い
格
子
や
敷
地
の
間

口
が
広
い
た
め
ゆ
っ
た
り
と
構
え
た
建
物

な
ど
、
金
沢
と
は
一
風
変
わ
っ
た
野
々
市

独
特
の
景
観
が
見
ら
れ
、
全
国
的
に
も
例

が
少
な
い
で
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

の
の
い
ち
里
ま
ち
倶
楽
部
会
長
の

帆
苅
宏
典
氏
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

を
す
る
中
で
感
じ
た
案
内
板
の
設
置
と
ま

ち
な
み
の
緑
化
の
重
要
性
を
説
明
。
本
町

通
り
を
ホ
コ
天
に
す
る
市
民
発
信
の
祭
り

「
北
国
街
道 

野
々
市
の
市
」
の
発
案
者
の

一
人
で
あ
る
田
中
陽
子
氏
は
「
無
電
柱
化

し
、
き
れ
い
に
な
っ
た
本
町
通
り
で
何
か

人
が
集
ま
る
こ
と
を
し
た
か
っ
た
。
買
い

物
す
る
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
昔
の
よ
う
に

な
れ
ば
と
『
市
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
」
と

語
り
ま
し
た
。
金
沢
工
業
大
学
３
年
生
で

工
大
祭
実
行
委
員
の
横
木
尊
氏
は
、
学
祭

が
学
生
だ
け
の
祭
り
か
ら
、
学
生
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
地
域
の
祭
り
に
方
向
転
換

し
て
い
る
と
し
「
学
生
も
も
っ
と
地
域
の

こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し

た
。
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

た
金
沢
工
業
大
学
副
学
長
の
水
野
一
郎
氏

が
「
人
口
が
増
加
し
都
市
化
が
進
む
中
で

は
『
故
郷
』
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
を
み
ん
な
で
考
え
る
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

【左から】コーディネーター：水野一郎氏　パネラー：帆苅宏典氏、田中陽子氏、横木尊氏　基調講演講師：土屋敦夫氏 【第1部】基調講演、パネルディスカッション

【第２部】まちあるきボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
の
の
い
ち

里
ま
ち
倶
楽
部
」
の
案
内
の
も
と

約
50
人
が
ま
ち
あ
る
き
を
楽
し
み
ま
し

た
。
参
加
者
は
３
班
に
分
か
れ
て
、
本
町

通
り
に
あ
る
布
市
神
社
、
喜
多
家
、
水
毛

生
家
、
市
郷
土
資
料
館
、
樫
田
冨
嶽
堂
、

照
台
寺
の
フ
ジ
、
法
林
寺
の
五
色
ツ
バ
キ

を
巡
り
ま
し
た
。
市
内
か
ら
参
加
し
た
人

も
「
本
町
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
」
と
新
発
見
の
連
続
。
通

り
に
あ
る
普
通
の
民
家
も
よ
く
見
る
と
昔

の
趣
を
残
し
な
が
ら
改
築
さ
れ
て
い
て

（
上
図
参
照
）、
そ
こ
に
住
ま
う
人
た
ち
の

こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
車
や
自
転

車
で
通
る
だ
け
で
は
見
過
ご
し
て
し
ま
い

が
ち
だ
け
ど
、
じ
っ
く
り
歩
い
て
み
る
こ

と
で
浮
か
び
上
が
る
野
々
市
な
ら
で
は
の

姿
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

← 黄色く色づいたイチョウの葉に覆われた布市神
社。境内には、いろいろな“物語”があります。

この狛犬もその１つ。逆立ちをし
た狛犬は、珍しいのだとか。

→ 「旧北国街道」の石
碑からまちあるきス
タート。

この狛犬も
た狛

旧北国街道まちなみＭＡＰ
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チ
ー
ム
の
主
軸
と
し
て
活
躍

　
「
優
勝
し
た
瞬
間
は
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
が
、
春
夏
連
覇
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

８
月
23
日
の
甲
子
園
決
勝
で
、
市
出
身

の
水
本
さ
ん
が
主
将
を
務
め
た
大
阪
桐
蔭

（
大
阪
府
）
が
、
光
星
学
院
（
青
森
県
）

を
３
―
０
で
下
し
、
４
年
ぶ
り
３
度
目
の

全
国
制
覇
を
飾
っ
た
。
甲
子
園
で
の
水
本

さ
ん
の
通
算
打
率
は
４
割
を
超
え
、
チ
ー

ム
の
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
「
地
方
大
会
の
ほ
う
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。
大
阪
は
高
校
野
球
激
戦

区
と
言
わ
れ
、
強
豪
校
が
ひ
し
め
く
と
こ

ろ
。
２
年
の
夏
に
地
方
大
会
の
決
勝
で
負

け
た
経
験
か
ら
、
楽
に
甲
子
園
に
出
れ
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
一

試
合
一
試
合
を
大
切
に
戦
っ
て
き
た
こ
と

を
語
っ
た
。

　

水
本
さ
ん
は
野
々
市
に
生
ま
れ
育
ち
、

父
と
兄
の
影
響
で
小
学
２
年
で
菅
原
学
童

野
球
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
。「
全
国
大
会
に

行
け
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
」
と
語
る

通
り
、
６
年
の
時
に
は
エ
ー
ス
で
主
将
と

し
て
チ
ー
ム
初
の
全
国
大
会
に
出
場
し

た
。
中
学
で
は
父
が
監
督
を
務
め
る
硬
式

ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
の
白
山
能
美
ボ
ー
イ
ズ

で
打
者
と
し
て
も
投
手
と
し
て
も
磨
き
を

か
け
た
。
３
年
で
は
春
の
全
国
大
会
で
大

会
史
上
初
の
完
全
試
合
を
達
成
し
、
そ

の
夏
に
N
O
M
O
ジ
ャ
パ
ン
に
選
ば
れ
、

ア
メ
リ
カ
に
遠
征
も
し
た
。

高
校
野
球
の
名
門
・
大
阪
桐
蔭
へ

　
「
進
学
先
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
他
の
チ
ー
ム
と
ど
こ
か
雰
囲
気
が

違
っ
た
。
絶
対
こ
こ
で
や
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
語
る
水
本
さ
ん
。
そ
の
決
意

を
胸
に
練
習
に
励
み
１
年
の
秋
に
は
レ

ギ
ュ
ラ
ー
を
、
そ
し
て
２
年
の
秋
に
は
主

将
を
任
さ
れ
た
。
高
校
３
年
間
は
、
親
元

を
離
れ
て
の
寮
生
活
。「
父
が
コ
ー
チ
や

監
督
だ
っ
た
頃
は
、
父
に
指
導
さ
れ
る
の

が
嫌
で
、
野
球
に
関
し
て
あ
ま
り
言
わ
れ

た
く
な
か
っ
た
。
で
も
、
一
人
で
大
阪
で

野
球
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で

父
に
教
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
い
か
に
大
切

か
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
」
と
親
へ
の
感

謝
も
忘
れ
な
い
。

次
の
夢
に
向
か
っ
て

　

部
活
引
退
後
は
瞬
発
力
を
付
け
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

「
春
か
ら
は
大
学
野
球
で
頑
張
り
ま
す
。

将
来
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
と
い

う
小
学
生
か
ら
の
夢
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
メ
ジ
ャ
ー
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
」

と
夢
は
広
が
る
。
後
輩
の
野
球
少
年
た
ち

の
憧
れ
の
ま
な
ざ
し
を
背
に
、
市
か
ら
初

の
プ
ロ
野
球
入
り
を
目
指
す
。

甲
子
園
決
勝
。
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
の
瞬
間
、
ラ
イ
ト
を

守
っ
て
い
た
水
本
弦
選
手
が
右
手
の
グ
ラ
ブ
を
高
く

つ
き
上
げ
た
。
史
上
７
校
目
の
春
夏
連
覇
。
そ
し
て

国
体
優
勝
の
三
冠
を
成
し
遂
げ
た
今
、
粟
市
長
と
の

懇
談
の
な
か
で
こ
れ
か
ら
の
夢
を
語
っ
た
。

野
々
市
初
の

甲
子
園
優
勝
球
児
が
誕
生

新
た
な
夢
を
故
郷
で
語
る

【写真上】市スポーツ功労表彰を受けるために11月３日
に帰省した際に市長と懇談した水本さん。菅原学童野球
クラブでお世話になった橋本孝さんと父太さんも同席し
ました。【写真右】春の選抜で着用したというユニフォー
ムと２つのメダルを着けて、市長とがっちり握手。市長
は「市初のプロ野球選手誕生を期待しています」と激励。
【写真左】情報交流館カメリアで行われた表彰贈呈式で
は、たくさんの人に祝福されました。

【みずもと・げん】
生年月日：1995年2月23日
身長：177㎝　体重：80kg
投打：両投げ左打ち
ポジション：外野手
高校：大阪桐蔭
出身：菅原町
好きな食べ物：寿司
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功労・功績をたたえて
　11月３日㈯、文化の日に情報交流館カ
メリアで今年度の表彰贈呈式が行われまし
た。市表彰者は21人、市教育委員会表彰
者は15人１団体、市文化協会表彰者は11
人１団体、市体育協会表彰者は56人６団
体でした。受賞は、次の方々です（敬称略）。

自
治
功
労
表
彰

村
上　

維
喜
（
新
庄
五
丁
目
）

野
々
市
中
学
校
長

お
よ
び
教
育
セ
ン

タ
ー
所
長
、
教
育

委
員
会
教
育
長
と

し
て
貢
献
さ
れ
る
。

北　

弘
之
（
押
野
三
丁
目
）

生
活
安
全
審
議
会

委
員
と
し
て
、
防

犯
お
よ
び
交
通
安

全
対
策
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
る
。

村
島　

和
男
（
大
阪
府
）都

市
計
画
審
議
会

委
員
と
し
て
、
都

市
計
画
施
策
の
伸

展
に
貢
献
さ
れ

る
。

大
崎　

正
（
清
金
三
丁
目
）

体
育
指
導
委
員
と

し
て
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
る
。

野
々
市
市
表
彰

特
別
功
労
表
彰

村
山　

和
雄
（
本
町
四
丁
目
）

市
商
工
会
会
長
お

よ
び
都
市
計
画
審

議
会
委
員
と
し

て
、
市
勢
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
る
。

岡
田　

忠
夫
（
堀
内
二
丁
目
）

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
と
し
て
、
適

正
か
つ
円
滑
な
選

挙
執
行
に
貢
献
さ

れ
る
。

越
野　

廣
行
（
本
町
二
丁
目
）

保
護
司
と
し
て
、

更
生
保
護
お
よ
び

地
域
社
会
の
浄
化

に
貢
献
さ
れ
る
。

橋
本　

孝
（
住
吉
町
）保

護
司
と
し
て
、

更
生
保
護
お
よ
び

地
域
社
会
の
浄
化

に
貢
献
さ
れ
る
。

地
域
功
労
表
彰

山
口　

敏
明
（
新
庄
四
丁
目
）

交
通
安
全
推
進
隊

員
と
し
て
、
交
通

安
全
思
想
の
普
及

お
よ
び
事
故
防
止

に
尽
力
さ
れ
る
。

中
村　

脩
二
（
中
林
三
丁
目
）

交
通
安
全
推
進
隊

員
と
し
て
、
交
通

安
全
思
想
の
普
及

お
よ
び
事
故
防
止

に
尽
力
さ
れ
る
。

今
村　

外
枝
（
本
町
五
丁
目
）

食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
、
市
民

の
健
康
意
識
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
る
。

芸
術
文
化
功
労
表
彰

奥
村　

誠
一
路
（
本
町
一
丁
目
）

町
俳
句
協
会
設
立

に
尽
力
さ
れ
、
ま

た
文
化
協
会
役
員

と
し
て
、
文
化
振

興
に
寄
与
さ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

水
本　

弦
（
菅
原
町
）第

84
回
選
抜
高
等
学

校
野
球
大
会　

優
勝　

第
94
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
大
会　

優
勝　

第
67
回
国
民

体
育
大
会　

高
等
学

校
野
球
競
技　

優
勝　

第
25
回
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｆ

18
Ｕ
世
界
野
球
選

手
権　

第
６
位

嶺
藤　

至
（
粟
田
二
丁
目
）

２
０
１
１
年
世
界

デ
フ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大

会　

出
場

平
山　

美
和
子
（
住
吉
町
）

第
30
回
全
日
本
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会　

フ

リ
ー
の
部
女
子
ダ

ブ
ル
ス　

第
３
位

多
賀　

正
士
（
新
庄
三
丁
目
）

第
66
回
国
民
体
育

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技　

成

年
男
子　

第
３
位

八
坂　

啓
太
（
押
野
七
丁
目
）

第
66
回
国
民
体
育

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技　

成

年
男
子　

第
３
位

坂
本　

裕
太
（
徳
用
町
）平

成
24
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技

大
会
・
第
61
回
全

国
高
等
学
校
柔
道

大
会　

男
子
個
人

66
㎏
級　

第
３
位

森
井　

健
太
（
押
野
七
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
大

会
・
第
65
回
全
国

高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会　

第
２
位

片
山　

千
里
（
住
吉
町
）第

32
回
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
競
歩
石

川
大
会
ジ
ュ
ニ
ア

選
抜
女
子
３
０
０

０
ｍ　

第
２
位

太
田　

健
伸
（
白
山
町
）第

66
回
国
民
体
育

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
成
年

男
子
の
県
チ
ー
ム

監
督
と
し
て
、
第

３
位
に
導
く
。

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
功
労
表
彰

塚
本　

省
司
（
御
経
塚
一
丁
目
）

押
野
公
民
館
長
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
を
企
画
・
運
営
し
、

公
民
館
事
業
を
通
し
て
、
地
域
の
生
涯
学

習
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

教
育
振
興
表
彰

上
松　

涼
太
郎
（
矢
作
一
丁
目
））

平
成
24
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

第
51
回
北
信
越
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会　

男
子
１
０
０
ｍ　

第
１
位　

男
子
２
０
０
ｍ　

第
１
位　

男
子
４
×
１

０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
１
位

橋
高　

朱
里
（
扇
が
丘
）

平
成
24
年
度
北
信
越
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道

体
重
別
選
手
権
大
会　

78
㎏
級　

優
勝

宮
田　

真
奈
（
押
野
四
丁
目
）

平
成
24
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

第
35
回
北
信
越
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
大
会　

女
子
学
校
対
抗　

優
勝

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
33
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

優
勝

塚
本　

粂
子
（
粟
田
四
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競

技　

５
回
出
場　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競

技　

５
回
出
場

津
田　

憂
美
子
（
粟
田
六
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　

弓
道
競
技　

15
回

出
場　

６
回
入
賞

英　

忍
（
金
沢
市
）

石
川
県
民
体
育
大
会　

ス
キ
ー
競
技　

26

回
出
場　

13
回
入
賞

中
川　

里
美
（
稲
荷
四
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　

卓
球
競
技　

11
回

出
場

後
藤　

義
幸
（
稲
荷
二
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　

卓
球
競
技　

12
回

出
場

宮
本　

祐
子
（
金
沢
市
）

石
川
県
民
体
育
大
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技　

11
回
出
場

上
山　

葉
子
（
矢
作
一
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
競
技　

11
回
出
場
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小
田
原　

誠
（
金
沢
市
）

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

顧
問
と
し
て
第
33
回
北
信
越
中
学
校
総
合

競
技
大
会
優
勝
に
導
く
。

森
田　

隆
久
（
金
沢
市
）

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

顧
問
と
し
て
第
33
回
北
信
越
中
学
校
総
合

競
技
大
会
優
勝
に
導
く
。

石
過　

祐
樹
（
中
能
登
町
）

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

コ
ー
チ
と
し
て
第
33
回
北
信
越
中
学
校
総

合
競
技
大
会
優
勝
に
導
く
。

髙
柳　

陽
一
（
下
林
四
丁
目
）

石
川
県
チ
ー
ム
監
督
と
し
て
第
32
回
北
信

越
国
民
体
育
大
会
銃
剣
道
競
技
少
年
男
子

を
優
勝
に
導
く
。

文
化
協
会
表
彰

文
化
功
労
賞

奥
村　

誠
一
路
（
本
町
一
丁
目
）

俳
句
協
会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
役
員
と

し
て
会
の
発
展
に
献
身
的
に
貢
献
さ
れ

た
。
ま
た
文
化
協
会
の
役
員
と
し
て
、
本

市
に
お
け
る
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
る
。

文
化
振
興
賞

加
藤　

静
枝
（
本
町
二
丁
目
）

じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
役
員
お
よ
び
文
化

協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
会
の

運
営
と
会
員
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
る
。

山
谷　

千
昭
（
本
町
二
丁
目
）

美
術
文
化
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
会
の
発
展
と
美
術
文
化
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
る
。

髙
野　

晴
晃
園
（
太
平
寺
四
丁
目
）

華
道
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

会
の
運
営
、
発
展
に
貢
献
を
さ
れ
る
。

大
島　

昇
（
新
庄
一
丁
目
）

将
棋
協
会
の
副
会
長
と
し
て
、
将
棋
を
通

じ
て
本
市
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
る
。

文
化
奨
励
賞

石
田　

和
子
（
太
平
寺
一
丁
目
））

椿
愛
好
会
役
員
と
し
て
、
会
の
発
展
お
よ

び
運
営
に
尽
力
さ
れ
る
。

女
声
合
唱
団　

コ
ー
ロ
・
カ
メ
リ
ア

中
部
支
部
代
表
と
し
て
第
35
回
全
日
本
お

か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
に
出
場

し
、
県
内
有
数
の
合
唱
団
と
し
て
そ
の
活

躍
は
顕
著
で
あ
る
。

勝
田　

重
雄
（
本
町
一
丁
目
）

囲
碁
協
会
会
員
と
し
て
、
70
年
近
い
囲
碁
歴

を
持
ち
、
現
在
で
も
そ
の
情
熱
を
失
わ
な

い
姿
勢
は
他
の
規
範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

山
下　

早
智
子
（
白
山
市
）

民
謡
協
会
役
員
と
し
て
中
央
公
民
館
民
舞

サ
ー
ク
ル
の
講
師
を
務
め
、
熱
心
な
指
導

に
よ
り
協
会
員
の
技
能
向
上
に
顕
著
な
功

績
を
修
め
る
。

細
川　

優
美
子
（
金
沢
市
）

民
謡
協
会
に
お
い
て
役
員
を
歴
任
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
姿
勢
お
よ
び
人
間
性
は
会
員

の
模
範
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

北
村　

倫
子
（
本
町
一
丁
目
）

茶
道
協
会
役
員
と
し
て
会
の
活
動
に
尽
力

さ
れ
る
。

中
村　

久
子
（
中
林
二
丁
目
）

短
歌
協
会
の
発
足
に
尽
力
し
、
会
の
運
営

と
会
員
相
互
の
親
睦
に
貢
献
さ
れ
る
。

体
育
協
会
表
彰

体
育
功
労
賞

橋
浦　

勇
巳
（
新
庄
一
丁
目
）

町
ラ
グ
ビ
ー
同
好
会
の
代
表
、
市
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
役
員
と
し

て
、
協
会
の
運
営
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

目
谷　

忠
作
（
粟
田
四
丁
目
）

第
24
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

出
場

酒
井　

龍
雄
（
押
越
二
丁
目
）

第
24
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

出
場

中
嶋　

す
み
枝
（
本
町
三
丁
目
）

第
30
回
全
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会　

シ
ニ
ア
の
部　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

出
場

新　

久
子
（
押
野
七
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

砂
口　

弘
子
（
矢
作
二
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

新
出　

重
喜
（
扇
が
丘
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

本
谷　

正
（
清
金
三
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

軟
式
野
球
競
技　

出
場

荒
川　

洋
一
（
粟
田
三
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

岩
内　

信
行
（
二
日
市
町
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

軟
式
野
球
競
技　

出
場

横
山　

雅
美
（
押
野
二
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

口
田　

美
紀
（
粟
田
二
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

嶋
田　

絵
美
（
本
町
五
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場　

第
30
回
全
日
本
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会　

フ
リ
ー
の
部　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

出
場

堀　

真
喜
子
（
柳
町
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

横
浜　

猛
夫
（
位
川
）

第
24
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
シ
ャ
ト
ル

大
会　

優
勝

山
本　

正
（
新
庄
五
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
１
石
川

大
会　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

出
場

竹
田　

節
子
（
粟
田
三
丁
目
）

第
24
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
シ
ャ
ト
ル

大
会　

優
勝

松
岡　

里
紗
（
矢
作
三
丁
目
）

第
24
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
シ
ャ
ト
ル

大
会　

優
勝

小
寺　

翔
太
（
稲
荷
四
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

清
水　

美
沙
（
堀
内
二
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

陸
上
競
技　

七
種
競
技　

出
場

古
江　

健
人
（
藤
平
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

織
田　

洸
太
郎
（
新
庄
五
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

陸
上
競
技　

ハ
ン
マ
ー
投　

出
場

渕
田　

明
日
香
（
太
平
寺
三
丁
目
）

第
34
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

女
子
63
㎏
級　

出
場

飯
田　

昴
大
（
御
経
塚
一
丁
目
）

第
90
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

出
場

寺
田　

奈
央
（
押
越
一
丁
目
）

第
15
回
高
等
学
校
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
・
京
都
大
会　

出
場

高
井　

陵
希
（
野
代
三
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
出
場

米
田　

愛
理
子
（
本
町
三
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

柔
道
競
技　

女
子
52
㎏
級　

出
場

高
納　

晴
道
（
位
川
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

山
本　

恵
（
本
町
六
丁
目
）

平
成
23
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

水
泳
競
技　

４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー　

出
場

下
濱　

嵐
士
（
本
町
五
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

横
山　

拓
哉
（
押
野
二
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

石
髙　

世
樹
（
本
町
四
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

森
下　

洋
平
（
新
庄
三
丁
目
）

第
66
回
国
民
体
育
大
会　

サ
ッ
カ
ー
競
技　

少
年
男
子　

出
場

加
藤　

吉
貴
（
押
野
五
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射

撃
競
技
選
手
権
大
会　

ビ
ー
ム
・
ラ
イ
フ

ル
立
射
60
発
競
技　

団
体　

出
場

川
東　

桃
子
（
藤
平
田
二
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

朝
倉　

翼
（
押
野
一
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

粟　

晋
太
郎
（
位
川
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技　

55
㎏
級　

出
場

大
北　

功
（
若
松
町
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技　

出
場

平
井　

亜
実
（
中
林
一
丁
目
）

第
66
回
国
民
体
育
大
会　

ゴ
ル
フ
競
技　

女
子　

出
場

喜
多　

亮
介
（
太
平
寺
二
丁
目
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技　

66
㎏
級　

出
場

中
村　

優
太
（
扇
が
丘
）

平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技　

60
㎏
級　

出
場

吉
本　

真
子
（
粟
田
二
丁
目
）

第
25
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２　

出
場

　

大
倉　

龍
之
介
（
押
野
五
丁
目
）

第
25
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２　

出
場

酒
井　

達
晶
（
粟
田
三
丁
目
）

第
25
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２　

出
場

市
村　

萌
那
（
本
町
六
丁
目
）

第
25
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２　

出
場

長　

和
輝
（
下
林
四
丁
目
）

第
25
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２　

出
場

北　

天
太
（
中
林
五
丁
目
）

第
42
回
日
本
少
年
野
球
春
季
全
国
大
会　

出
場　

第
43
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大

会　

出
場

柏
原　

小
巻
（
本
町
六
丁
目
）

第
９
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会　

女
子
団

体　

出
場

六
田　

邦
宏
（
太
平
寺
三
丁
目
）

第
43
回
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会　

第

３
位

佐
藤　

千
裕
（
菅
原
町
）

第
25
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２　

出
場

藤
村　

沙
妃
（
本
町
二
丁
目
）

第
30
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会　

ジ
ュ
ニ
ア
新
人
の
部　

出
場

津
田　

峻
輝
（
押
野
五
丁
目
）

第
25
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２　

出
場
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

　

公
共
に
対
す
る
功
労
、
社
会
の
各
分

野
に
お
け
る
優
れ
た
行
い
を
表
彰
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
11
月
３
日
に
秋

の
叙
勲
お
よ
び
褒
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業

務
に
精
励
し
た
方
を
対
象
と
し
て
、
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
同
日
付
け
で
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
、
５
人

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

吉
田　

睦
（
住
吉
町
）

第
９
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会　

女
子
団

体　

出
場

森
元　

弐
怜
（
中
林
二
丁
目
）

第
42
回
日
本
少
年
野
球
春
季
全
国
大
会　

出
場　

第
43
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大

会　

出
場

髙
木　

優
輔
（
三
日
市
町
）

第
43
回
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会　

第

３
位

内
田　

大
貴
（
本
町
二
丁
目
）

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

水
泳
競
技

男
子
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

優
勝

野
々
市
市
水
泳
協
会　

男
子

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

水
泳
競
技　

一
般
の
部　

優
勝

野
々
市
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会　

女
子

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技　

壮
年
の
部　

優
勝

野
々
市
市
山
岳
協
会　

女
子

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

山
岳
競
技　

一
般
の
部　

優
勝
、
壮
年
の
部　

優
勝

野
々
市
市
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会　

女
子

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
競
技　

一
般
の
部　

優
勝

野
々
市
市
太
極
拳
協
会　

女
子

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

武
術
太
極

拳
競
技　

一
般
の
部　

優
勝

野
々
市
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会　

女
子

第
64
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
競
技　

一
般
の
部　

優
勝

金谷　進 氏（押越２）
旧北陸地方建設局羽越工事事務所
長として建設行政に尽力される。

塚本　信吉 氏（御経塚１）
旧国鉄職員として公共交通の運
営に貢献される。

■
全
国
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰

　

連
合
町
内
会
長
と
し
て
、
地
域
活
動

の
推
進
と
住
民
自
治
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
る
。

■
い
し
か
わ
教
育
功
労
者
表
彰
（
県
知

事
表
彰
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ
る
。

表 

彰 

状

藤 力 氏
（高橋町）

市ソフトテニス協会

■
第
12
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

 

▽
個
人
競
技　

立
幅
跳
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ　

優
勝

明石 年晃 氏
（粟田１）

　

▽
個
人
競
技　

一
般
卓
球　

準
優
勝

　
　

高
田
麻
有
氏
（
矢
作
３
）

　

▽
個
人
競
技　

一
般
卓
球　

準
優
勝

　
　

土
倉
仁
菜
氏
（
横
宮
町
）

議 

会 

活 

動

10
月
16
日
か
ら
11
月
15
日

■
10
月

16
〜
18
日　

 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
行

政
視
察

17
日　

 

福
岡
県
那
珂
川
町
総
務
文
教
常
任

委
員
会
視
察
来
庁

18
日　

 

奈
良
県
五
條
市
議
会
運
営
委
員
会

視
察
来
庁

22
日　

 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

23
日　

 

総
務
常
任
委
員
会　

教
育
文
化
常

任
委
員
会

25
日　

 

福
井
県
坂
井
市
議
会
議
員
視
察
来
庁

26
日　

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会　

白
山
石

川
医
療
企
業
団
議
会
定
例
会

大 

会 

結 

果

　

関
西
野
々
市
会
の
今
年
度
総
会
が
10

月
20
日
㈯
、
大
阪
市
淀
川
区
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
、
会
員
ら
７
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

魚
野
政
治
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
粟
市
長
が
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
く
一
年
間
の
人
口
増
加
率
が
全

国
の
市
で
１
位
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。
会
で
は
新
会
員
の
勧

誘
を
推
進
し
、
来
春
の
交
流
会
は
新
会

員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
毎
年
総
会
や
懇
親
会
を
開

催
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
広
報
の
の
い
ち
や
ふ
る

さ
と
特
産
品
を
通
じ
て
、
野
々
市
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　

３
千
円

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
２
２
７
・
６
０
２
６

市
出
身
者
で
つ
く
る
東
京
野
々
市
会
・

関
西
野
々
市
会
の
会
員
募
集

30
日　

 

議
会
運
営
委
員
会　

議
員
総
会　

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
議
会

定
例
会

31
日　

 

福
岡
県
中
間
市
市
民
厚
生
委
員
会

視
察
来
庁　

宮
城
県
富
谷
町
議
会

議
員
視
察
来
庁

■
11
月

５
〜
７
日　

 

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

12
日　

 

下
期
石
川
県
中
央
都
市
圏
議
会
連

絡
会

15
日　

 

教
育
文
化
常
任
委
員
会

入 

札 

結 

果

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

10
月
入
札

■ 

下
水
道
既
設
管
路
施
設
耐
震
化
工
事　

第
３
工
区

予
定
価
格　

１
４
２
８
万
円

落
札
価
格　

１
３
５
４
万
５
千
円

落
札
者　

㈱
河
合
組

■ 

野
々
市
市
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

野
々
市
駅
通
り
線
消
雪
配
管
工
事　

第

４
工
区

予
定
価
格　

１
６
５
９
万
円

落
札
価
格　

１
５
７
５
万
円

落
札
者　

㈲
石
原
建
設
工
業

■ 

24-

38　

野
々
市
市
上
水
道
（
第
５
次

拡
張
）
事
業
配
水
管
布
設
工
事　

第
２

工
区

予
定
価
格　

２
０
３
７
万
円

落
札
価
格　

１
９
１
１
万
円

落
札
者　

み
な
み
設
備
工
業
㈱

■ 

公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工

事　

押
越
処
理
分
区　

第
15
工
区

予
定
価
格　

１
２
２
８
万
５
千
円

落
札
価
格　

１
１
４
４
万
５
千
円

落
札
者　

島
屋
建
設
㈱

■ 

布
水
中
学
校
大
規
模
改
造
等
工
事
実
施

設
計
業
務
委
託

予
定
価
格　

２
４
１
５
万
円

落
札
価
格　

２
２
４
７
万
円

落
札
者　

㈱
山
岸
建
築
設
計
事
務
所

ご 

寄 

付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
ふ
る
さ
と
納
税
へ

▽
北
村
恒
様
（
白
山
市
） 

４
万
円

■
市
福
祉
基
金
へ

▽ 

株
式
会
社
ト
ス
マ
ク
・
ア
イ　

代
表
取

締
役　

笠
島
和
博
様 

30
万
円

▽
市
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
様

 

４
万
２
７
７
６
円

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
小
林
溥
志
様
（
上
林
３
） 

10
万
円

▽
林
正
一
様
（
若
松
町
） 

５
万
円

▽
椿
荘
布
袋
募
金
様 

３
万
４
２
２
１
円

▽
椿
荘
ア
ー
ト
サ
ー
ク
ル
様

２
万
５
千
円

▽
匿
名
の
方
２
件 

合
計
９
３
０
０
円

▽
暫
お
客
様
一
同
様 

６
千
円

関西野々市会

松田　豊 氏（住吉町）
陸上自衛官として、国の平和と
独立を守ることに尽力される。

浮田　正次郎 氏（太平寺３）
石川県警察警視などを歴任し、
県内の治安維持に貢献される。

中川　敏朗 氏（太平寺１）
石川県警察警部などを歴任し、
県内の治安維持に貢献される。
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市の財政事情平成23年度 決算＆24年度 上半期予算執行状況

一般会計歳出決算額  152億9291万3千円
一般会計支出済額合計  59億 616万4千円

一般会計歳入決算額  155億7574万9千円
一般会計収入済額合計  69億1579万3千円

特別会計
会計名 歳入決算額 歳出決算額

土 地 取 得 3億6332万9千円 3億6332万9千円

国民健康保険 43億8437万9千円 43億   2万9千円

後期高齢者医療 3億3419万2千円 3億3329万9千円

介 護 保 険 20億2001万3千円 20億1400万3千円

下 水 道 事 業 17億8198万6千円 17億6020万 　円

特別会計
会計名 現計予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険  44億7926万5千円  16億5765万3千円  19億7522万3千円

後期高齢者医療 3億8900万 　円 1億3908万 　円 1億2732万1千円

介 護 保 険 21億9533万6千円 8億4886万9千円 8億7550万5千円

下水道事業 20億1255万 　円 3億3932万9千円 7億1943万5千円

企業会計
水道事業会計 現計予算額 調定済額 支出発生額

収益的収入 7億1916万1千円 3億8178万6千円

収益的支出 7億1916万1千円 1億7508万4千円

資本的収入 2億1473万9千円 2954万5千円

資本的支出 6億8194万 　円 8595万1千円

企業会計
水道事業会計 収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 入 7億4460万9千円

収 益 的 支 出 6億9181万 　円

資 本 的 収 入 1億2479万8千円

資 本 的 支 出 3億8373万5千円
（注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額2億5893万6千円は、過
年度分損益勘定留保資金2億2873万4千円、当年度分損益勘定留保資金2150
万1千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額870万1千円で補て
ん。四捨五入しているため数値と一致しない場合あり

171億7902万2千円
目的別区分 現　在　高

総 務 債 82億6263万5千円

土 木 債 38億7383万 　円

教 育 債 30億5803万8千円

民 生 債 7億8442万4千円

消 防 債 6億7328万5千円

公営住宅債 2億8056万7千円

農林水産業債 2億2299万7千円

衛 生 債 2324万6千円

※決算額には、前年度からの繰越額1億2472万6千円を含む
※ 決算額の構成比は、各区分で四捨五入しているため合計と一致しない場合
あり※現計予算額には、前年度からの繰越額6億1363万4千円を含む

※予算額の構成比は、各区分で四捨五入しているため合計と一致しない場合あり

市税

分担金及び負担金

地方消費税交付金

県支出金

市債

地方交付税

国庫支出金

諸収入

　69億4775万4千円（44.6％）

4億5646万4千円（2.9％）

4億7915万7千円（3.1％）

その他 4億8438万 　円（3.1％）

4億9312万3千円（3.2％）

8億5425万5千円（5.5％）

18億3381万4千円（11.8％）

18億7613万2千円（12.0％）

21億5067万 　円（13.8％）
市　　　税

国庫支出金

市　　　債

地方交付税

県 支 出 金

分担金及び負担金

繰　入　金

そ　の　他

%は予算額の構成比現計予算額
収 入 済 額

68億3190万3千円
40億1220万3千円

24億2309万9千円
8億3970万1千円

18億5862万3千円
0千円

17億1178万6千円
11億8584万9千円

10億9056万3千円
2億1282万6千円

4億9887万6千円
2億2251万1千円

4億8559万3千円
0千円

10億9023万5千円
4億4270万3千円

42.7%

15.2%

11.6%

10.7%

6.8%

3.1%

3.0%

6.9%

民生費

消防費

衛生費

総務費

公債費

教育費

土木費

その他

　52億9098万2千円（34.6％）

4億    612万9千円（2.7％）

5億1105万  1千円（3.3％）

13億6775万       円（9.0％）

16億6621万5千円（10.9％）

17億1634万4千円（11.2％）

19億3351万3千円（12.6％）

24億    92万9千円（15.7％）

民　生　費

教　育　費

土　木　費

公　債　費

衛　生　費

総　務　費

消　防　費

そ　の　他

%は予算額の構成比

41.1%

13.7%

12.2%

11.1%

7.8%

7.5%

3.6%

3.0%

現計予算額
支 出 済 額

65億6834万2千円
23億1201万4千円

21億9286万2千円
8億 44万4千円

19億4554万2千円
2億5500万1千円

17億7927万6千円
8億1550万5千円

12億4278万7千円
6億1632万6千円

12億 703万8千円
5億1839万3千円

5億7213万1千円
3億5158万6千円

4億8270万 円

2億3689万5千円

市民税

市たばこ税

軽自動車税

固定資産税
6万5071円

（6万5560円）
5万6140円
（6万 134円）

9064円
（9909円）

1673円
（1681円）

都市計画税
6748円

（6872円）

市税 68億3190万3千円
市民一人当たり 13万8696円 （14万4156円）
　※（　　）内は平成23年度決算額
　※市民一人当たりの額は、各税目で四捨五入して
いるため、合計額と一致しない場合あり

平成24年9月末人口　4万9258人
平成24年3月末人口　4万8196人

◆その他の内訳◆
議会費  1億6833万7千円
商工費  1億4677万6千円
農林水産業費  5602万 　円
労働費  3499万6千円

◆その他の内訳◆  （　）内は支出済額
議会費 1億6786万5千円 （8952万 　円）
商工費 1億5250万2千円 （8844万2千円）
農林水産業費 8243万4千円 （3082万8千円）
労働費 6989万6千円 （2810万5千円）
予備費 1000万 　円 （0円）
災害復旧費 2千円 （0円）
諸支出金 1千円 （0円）

◆その他の内訳◆
地方譲与税  1億5293万6千円
繰越金  1億2179万8千円
使用料及び手数料  6209万1千円
財産収入  5641万7千円
利子割等交付金  3885万2千円
自動車取得税交付金  3806万1千円
交通安全対策特別交付金  1223万2千円
寄附金  　199万3千円

◆その他の内訳◆  （　）内は収入済額
地方消費税交付金 4億3500万 　円 （2億8104万2千円）
諸収入 2億7001万 　円 （3866万1千円）
地方譲与税 1億2600万 　円 （4378万2千円）
繰越金 1億1218万7千円 （0円）
使用料及び手数料 6434万8千円 （4213万5千円）
自動車取得税交付金 3400万 　円 （1299万9千円）
利子割等交付金 2800万 　円 （1238万 　円）
交通安全対策特別交付金 1200万 　円 （600万5千円）
財産収入 868万8千円 （388万1千円）
寄附金 2千円 （181万8千円）

平成23年度 決算
平成24年度 上半期予算執行状況（9月末現在）

市債現在高（平成24年9月末現在） 市民一人当たりの市税負担（現計予算）

問い合わせ
財政課　☎227－6031

一般会計現計予算　159億9067万8千円

職員給与などの状況

人件費（平成23年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（平成24年3月末現在） 4万8196人

歳出額（A） 152億6954万6千円

人件費（B） 21億4781万3千円

人件費割合（B/A） 14.1%
※人件費には、特別職の給与・報酬を含む
※決算統計の数値のため、市決算額とは異なる場合あり

ラスパイレス指数
平成18年度 平成23年度

野々市市 93.0 96.6 

全国市平均 97.4 98.8 

類似団体 95.0 96.7
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準
を100とした場合の地方公務員の給与水準を示
す指数
※類似団体とは、人口および産業構造が似通った
他の市町村

部門別職員数（各年4月1日現在）
平成23年度 平成24年度

一般行政部門 231人 233人
特別行政部門（教育委員会） 47人 45人
公営企業等特別会計部門 36人 36人

合計 314人 314人
※職員数は、一般職に属する正規職員の数であ
り、休職者および派遣職員（定数外）を含む

職員の平均年齢,平均給料月額,平均給与月額
（平成24年4月1日現在）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.8歳 31万4500円 36万9900円

技能労務職 44.7歳 23万5900円 25万4500円

職員給与費（平成23年度普通会計決算）
職員数（Ａ） 288人
給与費（Ｂ） 16億1467万6千円

給料 10億7223万2千円
職員手当 1億6794万7千円

期末・勤勉手当 3億7449万7千円
一人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 560万6千円
※決算統計の数値のため、市決算額とは異なる
場合あり

期末・勤勉手当（平成23年度）
■平均支給額130万円

支給割合

期末手当 2.60月分(1.45月分)

勤勉手当 1.35月分(0.65月分)
※（　）内は、再任用職員にかかる支給割合
※支給割合は、国と同じ

退職手当の支給割合（平成24年4月1日現在）
年数 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.5月分 30.55月分

勤続25年 33.5月分 41.34月分

勤続35年 47.5月分 59.28月分
※支給割合は、国と同じ

特殊勤務手当（平成23年度）
支給実績 177万円

支給職員一人当たり平均支給年額 4128円

職員全体に占める手当支給職員の割合 14.9%

手当の種類（手当数） 9種類

問い合わせ　秘書課（☎227－6022）



◆10月21日㈰～11月４日㈰　◆中央公民館、文化会館フォルテ、情報交流館カメリア、郷土資料館、水毛生家

ののいちマナビィフェスタ2012

学びを楽しもう！学びを楽しもう！
愛と和でふれあう愛と和でふれあう
生涯学習のつどい！生涯学習のつどい！

吹奏楽でのっティ体操吹奏楽でのっティ体操

レッツすこやか体操レッツすこやか体操

民話の語り民話の語り

市民合唱団と石川フィルハーモニックウインズ市民合唱団と石川フィルハーモニックウインズ

フォルテ児童合唱団フォルテ児童合唱団

人間国宝・中野さんの作品人間国宝・中野さんの作品

市美術文化協会展市美術文化協会展

フォルテ館長フォルテ館長
ミュージックトークミュージックトーク

菊花展

男女共同参画朗読劇男女共同参画朗読劇

市民合唱団市民合唱団

生活学校模擬店生活学校模擬店

フレッシュじょんから市フレッシュじょんから市

野々市リフレッシュ野々市リフレッシュ

将棋コーナー将棋コーナースカウトまつりスカウトまつり

お茶席お茶席 フラワーアレンジフラワーアレンジ

子どもフェスティバル子どもフェスティバル

コイン落としコイン落とし

市美術文化協会展市美術文化協会展

第第2第2第28回8回8回子子子どどどもももも壁壁壁新新新新聞聞聞ココココンンンククーーールル
市 長 賞　上林、粟田１丁目
市議会議長賞　太平寺２丁目、末松
市 教 育 長 賞　あやめ、粟田２丁目
中央公民館長賞　太平寺１丁目、本町１丁目（若葉）
ロータリークラブ会長賞　太平寺４丁目、住吉町
北國新聞社長賞　太平寺３丁目、徳用町
市子連会長賞　矢作、藤平田

第２第２第２回回回市市市菊菊花花展展展（敬敬称略略）

市 長 賞　「七本立の部」 西田 幹　
市 議 会 議 長 賞　「三本立の部」 中川 修　
市商工会会長賞　「ダルマの部」 中川 修　
市文化協会会長賞　「ドームの部」 山原 伸子
北國新聞社長賞　「バラエティーの部」 中村 昭一
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地域の底力地域の底力
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～
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皆
様
方
に
は
農
業
委
員
会
の
運
営
と

野
々
市
市
の
農
業
振
興
に
お
い
て
日
頃

か
ら
特
段
の
ご
尽
力
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
農
業
を
担
う
方
々
が
安
心

し
て
働
け
る
環
境
、
ま
た
優
良
農
地
を

守
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
、
研
修
会
ま
た

他
市
町
と
の
会
議
や
視
察
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
知
識
を
活
か
し
て
、
農
地
の
有

効
利
用
や
担
い
手
育
成
な
ど
の
地
域
の

農
業
振
興
を
推
進
さ
せ
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
地
域
の
世
話
役
」「
相

談
役
」「
農
家
と
行
政
の
か
け
橋
」
と

し
て
の
役
割
を
一
層
強
く
認
識
し
、
違

反
転
用
の
防
止
や
優
良
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
、
担
い
手
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
野
々
市
市
の
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
よ
い
も
の

と
な
り
、
皆
様
が
安
心
し
て
農
業
に
従

事
で
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
公
的
管
理

主
体
と
し
て
、
農
地
の
荒
廃
・
乱
開
発

を
防
ぎ
、
優
良
農
地
を
確
保
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
毎
月
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
農
地
の

活
性
化
・
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の
遊

休
農
地
な
ど
の
確
認
や
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
な
ど
の
汚
染

に
つ
な
が
る
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

や
農
地
の
無
断
転
用
の
発
見
・
防
止
、

転
用
許
可
後
の
使
用
状
況
調
査
な
ど
農

地
法
の
励
行
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
地

立
ち
入
り
に
は
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
各
地
区
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

野々市市 農業委員会だより

農業委員会会長

中村 三朗

◆市農業委員会事務局（産業振興課内）　☎２２７－６０８１　ＦＡＸ２２７－６２５３

農業委員会のスケジュール
届出受付　　　随時
許可申請締切　毎月10日まで
定例総会　　　毎月25日
※土日祝日は翌開庁日に開催
（12月は15日前後）

　

地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が
「
地
域
サ

ロ
ン
」
で
す
。
そ
ん
な
市
内
の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
不
定
期
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
第
13
弾
と
し
て
「
ニ
ュ
ー
オ
レ
ン
ジ
の
会
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
」「
実

り
の
会
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
！

■

ニ
ュ
ー
オ
レ
ン
ジ
の
会

　
　
　
　

  

お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　

約
８
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は

　

基
本
的
に
は
ゴ
ム
体
操
を
し
て
か
ら
折

り
紙
を
し
て
い
ま
す
。
折
り
紙
は
簡
単
な

も
の
か
ら
難
し
い
も
の
ま
で
幅
広
く
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
来
年
度
の
干
支
で

あ
る
ヘ
ビ
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

　

頭
と
体
を
動
か
す
こ
と
で
ス
ッ
キ
リ
と

し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
自
宅
で
も
空
き

時
間
を
見
つ
け
て
は
折
り
紙
す
る
よ
う
に

な
り
、
時
間
の
有
効
活
用
に
も
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
で
料
理
情
報
も

交
換
し
合
い
、
そ
の
日
の
献
立
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
体
操
・
折
り
紙

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
す
ご
く
楽
し
い
で

す
よ
！
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

活
動
場
所　

太
平
寺
会
館

活
動
日
時　

 

毎
週
月
曜
日　

午
前
９
時

45
分
か
ら

対

象

者　

 

要
相
談

問
い
合
わ
せ

大
橋
（
世
話
役
）
２
４
８
・
８
２
７
３

■

実
り
の
会
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　

約
28
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は

　
「
健
康
と
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年

の
10
月
か
ら
サ
ロ
ン
を
始
め
ま
し
た
。
男

性
が
多
く
参
加
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
サ
ロ
ン
で
は
、
ゴ
ム
体
操
・
足
踏
み

体
操
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
女
性
参
加

者
か
ら
茶
道
の
礼
儀
作
法
を
習
っ
た
り
も

し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
を
始
め
た
目
的
は

　

介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
、
高
齢
者
の

閉
じ
こ
も
り
予
防
を
目
的
に
サ
ロ
ン
を
始

め
ま
し
た
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

1
人
で
体
操
し
て
い
る
と
挫
折
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
み
ん
な
で
や
る
と

継
続
し
て
で
き
る
も
の
で
す
よ
。
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

活
動
場
所　

下
新
庄
公
民
館

活
動
日
時　

 

毎
週
月
曜
日　

午
前
10
時

か
ら

対

象

者　

 

新
庄
3
丁
目
に
住
ん
で
い
る

人

問
い
合
わ
せ

坂
田
（
世
話
役
）
２
４
８
・
４
３
４
８

問い合わせ　地域包括支援センター（市役所１階）
☎２２７－６０６７

宝くじ普及広報事業

幼年消防クラブ用の
鼓笛隊セットの購入

㈶自治総合センターの補助金により、
備品が整備されました。

富奥保育園の幼年消防クラブ用の鼓笛
隊セットを購入しました。各種イベン
トで演奏することにより、幼児期から
火災に対する意識の啓発を図るととも
に、保護者など大人に対して防火意識
の普及と啓発を図ります。

明倫生のオリジナルレシピ

ヤーコン入り
丸芋柚子蒸

［材料］（4 人分）
・ヤーコン  1/2本
・丸芋  1/2個
・柚子 ４個
・グラニュー糖  35ｇ
・こしあん  80ｇ
・砂糖 適量
・上新粉 少々

［作り方］
❶柚子の中身をくり抜
き、グラニュー糖と煮
て柚子ジャムを作る。
❷柚子の皮は砂糖を加え、茹でておく。
❸ヤーコンをサイコロ状に切り酢水にさらし
た後、砂糖で甘く焼きこしあんに混ぜる。
❹丸芋に❶と砂糖と上新粉を入れる。
❺うち粉をしたラップに❹を広げて、❸を包
み中身をくり抜いた柚子に入れる。
❻❺を10分間蒸して、しっかり冷ます。

野々市明倫高校がヤーコン和菓子で最優秀賞
　野々市明倫高校の家庭部生徒が
作った和菓子が、地元の食材を
使ったオリジナル料理を発表する
高校生の大会「地食甲子園inはま
だ」（島根県）で最優秀賞に選ば

れました。出場した５人は「野々市特産のヤーコンを校内で栽培する
などして地元の食材に理解を深めることができた」と話しました。
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。市民協働課（☎227－ 6056）

ちカメラあちこ
い
の
の

さらに便利に、乗りやすく
のっティ西部ルートの車両・ルート・ダイヤ変更

　JR野々市駅や野々市明倫高校、金沢脳神経外科病院方
面を走る西部ルートは、平成18年の運行開始時より約２
倍に利用者が増えています。冬場にさらに多くの利用が見
込まれることから、これまでの９人乗りの車両よりも大き
い28人乗りの車両に入れ替えました。
　車両の変更に伴い、11月から一部ルートやダイヤ、バ
ス停が変更になりました。新しいルートやダイヤは、先月
号の広報と同時配布したパンフレットや市ホームページで
見ることができます。

住みたいまち野々市
市制施行1周年記念　市PRパネル展

　11月6日㈫から11日㈰までの6日間、イオン御経塚店
で、市の住みやすさや魅力を知ってもらうためのパネル展
が行われました。金城大学短期大学部と野々市明倫高校の
学生による市内の史跡をＰＲする展示も行われ、若者の視
点で史跡が紹介されていました。
　11日㈰には、野々市の水の試飲や消費生活相談のクイ
ズ、のっティ体操などの各種イベントが行われました。
のっティ関連商品も販売され、来店者は野々市の魅力を満
喫していました。

飲んでもゴハン炊いてもおいしい
野々市の水　発売

　市制施行一周年を記念して、市内の深井戸水を活用した
ナチュラルミネラルウォーターを11月10日㈯から販売
しています。名前は「野々市では、飲むのも、ゴハン炊く
のも、決まってこの水です。」愛称は「のっティの水」。白
山からの伏流水を使っているのが特徴です。
　11月８日㈭には市役所で関係者向けの試飲会が開かれ
た他、11日㈰にはイオン御経塚店で一般の人にもPRし、
水のおいしさを味わってもらいました。
　水は企業管理課で500mlを100円で販売しています。

野々市ブランド大集合
魅惑の展示会～草木染と暮らしの特産品～

　草木染や工芸品などが並ぶ展示会が、10月20日㈯・
21日㈰の２日間、文化会館フォルテで開かれました。
　展示会は、17年前から草木染の制作に取り組む市商工
会女性部のメンバーが６年ぶりに開催。草木染のショール
など約350点が展示された他、市商工会員が手掛けた陶
芸や手芸品、アクセサリー、焼き菓子、のっティグッズ販
売のコーナーも設けられ、訪れた人たちの目を楽しませま
した。企画者の藤村恵子さんは「暮らしに彩りを添える手
作り品の良さを知ってもらえました」と話ました。

工大生の想いみせます
第45回　工大祭

　10月19日㈮～21日㈰に、恒例となった金沢工業大学
の学園祭が行われました。屋外の模擬店、屋内の企画展や
体験コーナー、イベントに近郊から多くの人々が詰めか
け、大学周辺は朝から夜までにぎわっていました。
　今年のテーマは「工大生の想いみせます」。学祭という
非日常的な空間で、学生が自分の想いを発信し、来場者が
その想いを受け止め発信しあうことを願ってとのこと。市
民と関わる学生の姿が、会場のいたる所で見ることができ
ました。

　「食育の日」の10月19日㈮、ＪＡののいち青壮年連盟
郷支部は、ＪＲ野々市駅で通学する高校生らにおにぎりを
配り、コメ消費拡大や朝食の大切さを呼び掛けました。
　そろいの法被やエプロンを着たメンバー12人が、県産
の新米コシヒカリで作ったおにぎり100個を高校生らに
手渡し「おにぎりを食べて勉強を頑張ってください」と呼
び掛けた。
　運動は、ＪＡ石川県青壮年部協議会などが主催するもの
で、市内では今年初めて同団体が自主的に参加しました。

しっかり朝ごはん食べてね
朝ごはんを食べよう運動

市の新たな核が完成
市中南部土地区画整理事業　完工記念碑除幕式

　14年にわたる中南部土地区画整理事業の完工記念碑の
除幕式が、10月31日㈬に市役所隣のあらみや公園で行わ
れ、組合員や谷本知事、粟市長ら約80人が出席しました。
　碑は、谷本知事が書いた「野に咲く」と粟市長が書いた
公園名の２つ。市中南部土地区画整理組合の山田清司理事
長は「この地域が新たな核となり、さらに魅力あるまちに
なってほしい」とあいさつしました。事業は平成11年に
組合設立後、粟田、三納、藤平田、下林、新庄の45.8ヘ
クタールで実施。組合は今年度末で解散する予定です。

市役所での試飲会。市長は「うまい」と一気飲み。

イオン御経塚店で試飲した人からは「まろやか」という声も。
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〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号
☎248-8099
開館時間　10：00～19：00（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

野々市市立図書館

広
告
欄

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。
誰でも自由に
参加できます。

● 今月のおはなし会

とき：12月８、22日㈯
　　　午前11時から
場所：児童図書コーナー

図書館お役立ち情報：12月15日㈯まで、野々市明倫高校生徒による手づくりPOP展を開催しています。

● 今月の展示図書

テーマ『B型のあなたへ』
※展示期間中は貸出でき
ませんので、予約をお願
いします。

● 大人向け

『歯の「四大不安」解消読本』
川畑著洋・川畑輝子／著

講談社

「歯周病」「入れ歯」「口臭」「嚥
下力」が歯の四大不安。お口の
健康を保つことが、全身の健康
につながる。辛い症状を和らげ
るツボやレシピも紹介する。

● 子ども向け

『サンタクロースはおもちゃはかせ』
マーラ・フレイジー／作

文渓堂

サンタはなぜ、その子にぴった
りのプレゼントをくれるの？そ
れはね、サンタが、子どものこ
とならなんでも知ってる世界一
の“はかせ”だからなのさ。読
めばサンタの秘密がわかる。

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～㉑

　市に関するさまざまな問題を毎月３問出題しています。
あなたは、どれくらい「野々市通」ですか。

〈第1問〉今年、高校野球で春夏連覇と国体優勝の３冠を
達成した大阪桐蔭高校で主将を務めた市出身の水本弦選
手。夏の甲子園決勝では何番打者だった？
Ａ.１番　　Ｂ.２番　　Ｃ.３番　　Ｄ.４番

〈第2問〉現在の本町通りを中心とした野々市の北国街道
は、金沢からどこへ向かう道だった？
Ａ.東海道　　　Ｂ.日光街道
Ｃ.奥州街道　　Ｄ.中山道

〈第3問〉喜多家や現在の郷土資料館である旧魚住家では、
囲炉裏のある部屋をなんと呼ぶ？
Ａ.アマ　　Ｂ.イマ　　Ｃ.ウエ　　Ｄ.オエ

正解は

22ペー
ジで

ケーキ屋さんになりたい

小堀　心雅さん
御園小学校２年

プロ野球選手になりたい

國分　真斗くん
野々市小学校５年

毎月１回、土曜日に父親が参加する行事を設定し、
イクメン力を高めると共に父親同士の交流を深

めながら絆づくりを推進する活動を行っています。

９月に行われたイクメンプロジェクトでは、専門
講師指導のもと「木製スライド式本立て」をつ

くりました。最初に、紙やすりを使って木のけば立っ
ているところをこすっていきます。これが意外と大変
な作業で、パパと一緒に協力してこすっていたけどな
かなか終わらずパパ一人で悪戦苦闘している姿がみら
れました。次はいよいよ、くぎ打ち体験！！ まっす

ぐに打たなければ
ならないので、最
初はパパが打ち、
途中から子どもに
打たせてあげてま
した。小さな子ど
もでもパパが手を

添え、ゆっくりとくぎを打つことができ、嬉しそ
うでした。くぎ打ちが終わったら最後に飾り付
け。さまざまな木片チップを使ってチップに色を
塗って汽車などの形を作ったり、本立て自体に色
を塗ったりとオリジナリティあふれるオンリーワ
ンの本立てが完成しました。

今後もクッキングや、工作などパパと楽しめ
る内容をたくさんしていきたいと思ってい

ます。

「パパと本立て作り」
子育て支援センターエンジェル

イクメンプロジェクト★

災害に備えて、民間企業と協定締結

　市では、いざというときのために、さまざまな
分野の民間企業と災害時の協定を結んでいます。

ユーエスカートン㈱

　災害時における不自由な避難所
生活では、心身への影響を和らげ
ることが大切であることから、プ
ライバシー確保のための間仕切り
や簡易ベッドなどの段ボール製品
を優先的に供給を受ける協定を締
結しました。

㈱スポーツクラブ・ヴィテン

　災害時に、スポーツクラブヴィ
テンののいち（横宮町）を災害の
規模に応じて開設する予備避難所
とする協定を締結しました。施設
では1500人の受け入れが可能であ
る他、避難所の入浴施設としての
利用も計画しています。　

生活協同組合コープいしかわ

　災害時における食料や飲料水な
ど生活物資の供給、宅配ネットワー
クを利用した被災地域の情報提供
や物資の輸送の他、平常時は防災
意識の向上および減災への取り組
みに向けた広報・啓発活動につい
ての協力体制を構築しました。
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編
集
後
記

リレー方式で市民の方々を紹介しています

人ののいち
“いきいき”

古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれふふ あい通信通通

金沢ケーブルテレビネット えふえむ・エヌ・ワン
8:00～ 8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009chデ ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～ 7:00

11:15～11:55
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」 問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

今
年
は
市
内
の
紅
葉
の
景
色

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
が
、
天
候
に

恵
ま
れ
ず
、
下
林
の
銀
杏
並
木

だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
街
中
の

木
々
に
目
を
向
け
る
と
、
も
う

早
咲
き
ツ
バ
キ
が
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。
ツ
バ
キ
の
品
種

は
多
く
、
そ
の
花
は
初
冬
か
ら

五
月
初
め
ま
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ツ
バ
キ
が
市
花
木

に
制
定
さ
れ
て
か
ら
38
年
の
年

月
。
市
内
に
根
付
い
た
ツ
バ
キ

を
探
し
な
が
ら
冬
の
道
を
歩
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。（
Ｍ
・
Ｙ
）

11
月
11
日
に
市
制
施
行
１
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
月
は
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
様
々
な
報
道

機
関
に
特
集
を
し
て
い
た
だ

き
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
振
り
返
れ

ば
こ
の
１
年
、
住
み
よ
さ
ラ
ン

キ
ン
グ
全
国
第
２
位
、
平
成
23

年
度
人
口
増
加
率
（
市
の
部

門
）
で
第
一
位
と
な
る
な
ど
市

に
と
っ
て
う
れ
し
い
話
題
が
多

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
、
野
々
市
が
さ
ら
に
魅

力
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
広
報
な
ど
で
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
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Ｈ
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【今月の表紙】
　野々市にもこんな素敵な場所があ
るって知っていましたか。写真は、
11 日のまちあるきで訪れた市有形文
化財「水毛生家住宅」の庭。色づいた
イチョウやモミジが並ぶ様は、京都の
庭園かと見まがう美しさです。普段は
一般公開していませんが、ボランティ
アガイドや公民館が主催するイベント
で年に数回見ることができます。

林　静奈さん／下林４

野々市市は日本で２位のまちと、
外国の友人に自慢しています。

野々市市で暮らしてどうですか？
私は野々市が大好きなので、ずっと住み続けたい
と思っています。いろいろなお店があって便利だ
し、自然もあるし最高の環境です。自分の子ども
も野々市で育てたいです。
広報についてのご意見は？
中３のとき当時の安田町長との子ども座談会に参
加したり、成人式実行委員になったりと、積極
的に市と関わっています。もちろん広報ののいち
も毎月読んでいます。まず写真が目に入るので、
もっと写真が多いといいですね。
自分の性格を一言であらわすと？
好奇心旺盛で、積極的に行動する。
趣味やリフレッシュ方法はなんですか？
得意な英語を生かした海外旅行や洋画観賞です。
今年はカリブ海へ行きました。小３の弟と一緒に
するサッカーも楽しいです。
目標やチャレンジしてみたいことは？
英語に携われるような仕事に就きたいです。そし
て、国際交流が大好きなので、いろんな国の人に
もっと野々市市の魅力を紹介したいです！

う
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）田
尻
町

川
﨑
誠せ
い

太た

郎ろ
う

健
太
郎

い
ず
み

）藤
平
田
１

松
平　

紗さ

季き

拓
也

悠
子

）矢
作
４

髙
野　

結ゆ

衣い

佑
輝

由
香
利

）二
日
市
町

奥
村　

幸こ
う

生き

英
保

さ
お
り

）下
林
４

村
江
清せ

い

史し

郎ろ
う

啓
介

芳
子

）野
代
２

秋
𦚰　

唯い

央ち
か

佑
哉

志
穂

）田
尻
町

西
塚　
　

礼れ
い

寿
一

里
佳

）矢
作
３

岡
部　

獅れ

央お

渉

由
依
子

）三
納
２

島　
　

琴こ
と

音ね

浩
朗

ゆ
か
り

）押
野
５

北
田　

崇そ
う

真ま

圭
一

朝
美

）本
町
２

上
野　

光ひ
か

俐り
晃こ
う

矢や

修
平

由
記

）新
庄
６

北
井　

碧あ
お

斗と

達
也

知
子

）堀
内
５

吉
藤　

杏あ

美み

功
治

美
妃

）押
野
３

川
島　
　

悠ゆ
う

賢
一

佐
知
代

）太
平
寺
３

竹
内　

咲さ

貴き

雄
紀愛

）粟
田
３

安
藤　

侑ゆ
う

加か

康
裕

真
里
奈

）藤
平
田
１

上
本　

煌こ
う

綺き

寛
幸

奈
央

）堀
内
５

今
村　

翔
し
ょ
う

太た

兼
太
郎

み
ゆ
き

）太
平
寺
２

堀　
　

秀
し
ゅ
う

成せ
い

智
喜

美
歩

）稲
荷
１

宮　

あ
め
り

正
行

良
子

）徳
用
町

林　

蘭ら
ん

太た

朗ろ
う

敬
幸

美
紀

）新
庄
２

角　
　

美み

咲さ
き

信
幸

恵
子

）野
代
３

中
島　

直な
お

人と

祐
一

真
紀

）三
日
市
町

奥　
　

統と
う

史し

崇
司

紀
子

）押
越
１

石
川
慎し
ん

之の

助す
け

崇
志

千
恵

）押
野
６

津
城
莉り

麗り

依い

秀
和

里
沙

）御
経
塚
１

山
下　

碧み

月づ
き

勉

裕
美
子

）藤
平
田
１

松
平　

泰た
い

知ち

実

志
津
乃

）本
町
１

山
本　
　

学
ま
な
ぶ

賢
一

裕
美

）矢
作
１

原
野　

創そ
う
 
た太

雄
介

有
架

）堀
内
５

太
田
サ
ク
ラ

智
士縁

）矢
作
１

村
中　

碧あ
お

唯い

直
也

弥
栄

）押
野
５

宮
内　

結ゆ
い

叶か

博
史

亜
紀

）御
経
塚
１

岩
渕　

和ひ
ま

莉り

哲
博

恵
子

）押
越
２

石
沢　

勇は
や
と翔

勇
樹

さ
お
り

）御
経
塚
３

篠
嶋　
　

凛り
ん

健
二

幸
恵

）扇
が
丘

竹
中　

咲さ

菜な

克
幸

麻
衣
子

）御
経
塚
３

東　
　

瑛え
い

真ま

烈

真
由
子

）本
町
６

竹
本　
　

楓
か
え
で

飛
鳥

智
未

）押
野
１

松
山
ひ
な
た

和
明

望
美

）本
町
１

大
西　

歩あ
ゆ

夢む

智

さ
お
り

）押
越
１

片
桐　

瞭
り
ょ
う

汰た

孝
和

圭
希

）徳
用
町

福
本　

翔
し
ょ
う

飛と

将
也

里
美

）新
庄
１

西
谷
ひ
ま
り

光
広

め
ぐ
み

）二
日
市
町

小
泉　

幸ゆ
き

也や

勇
人

美
砂
子

）押
野
５

山
田　

龍
り
ゅ
う

弥や

勝
昭

千
代
子

）矢
作
４

佐
々
木
勇ゆ
う

仁と

仁
志

順
子

）扇
が
丘

多
賀　

楓ふ
う

人と

正
士

奈
緒

）新
庄
３

た
か
さ
ご

　

氏　

名　
　
　

前
住
所

住　

所

吉
田　
　

光　

本
町
１

北
川　

衿
香　

金
沢
市
）本
町
１

登　
　

隆
雄　
太
平
寺
２

中
田　

絵
茉　

押
越
２
）太
平
寺
２

庭
田　

陽
介　

押
野
７

村
田
真
理
子　

金
沢
市
）押
野
７

高
橋　

優
太　

矢
作
４

島
村　

華
代　

金
沢
市
）矢
作
４

松
波　

宏
明　

白
山
市

里
見　

瑠
美　

金
沢
市
）新
庄
３

沢
野　

聡
明　

稲
荷
４

表　

ゆ
か
り　

稲
荷
４
）稲
荷
４

山
﨑　

逸
郎　
三
日
市
町

乗
杉　

涼
子　
三
日
市
町

）三
日
市
町

村
田　

和
也　

稲
荷
２

里
見　

理
絵　

金
沢
市
）稲
荷
２

小
島　
　

聖　

愛
知
県

城
石　

泰
子　

金
沢
市
）押
野
５

山
下　

光
昭　

下
林
４

欠　
　

愛
美　

本
町
３
）下
林
４

山
口　

智
樹　
御
経
塚
１

北　

は
づ
き　
御
経
塚
１

）御
経
塚
１

道
上　
　

彰　

金
沢
市

市
野　
　

歩　

金
沢
市
）徳
用
町

中
浜　

康
博　
三
日
市
町

松
田　

恵
里　
三
日
市
町

）三
日
市
町

浅
田　

健
太　

三
納
３

伊
藤　

千
春　

三
納
３
）三
納
３

真
田　

克
幸　

堀
内
５

小
玉　

夕
佳　

堀
内
５
）堀
内
５

石
黒　

英
機　

本
町
１

奥
村　

有
美　

金
沢
市
）本
町
１

上
野　

基
大　

金
沢
市

河
崎　

絵
里　

白
山
市
）田
尻
町

石
原　
　

亨　

中
林
２

土
居
と
も
み　

白
山
市
）中
林
２

神
馬　

崇
史　

本
町
２

古
立　
　

翼　

能
美
市
）本
町
２

前
川　

泰
久　

新
庄
３

畑
中　

麻
耶　

新
庄
３
）新
庄
３

道
下　

祐
介　

上
林
４

小
林　

彩
夏　

白
山
市
）上
林
４

浦　
　

敏
文　

白
山
市

田
中　

里
菜　

白
山
市
）堀
内
５

橘　
　

伸
伍　

金
沢
市

寺
地　

冴
子　

金
沢
市
）野
代
３

谷
口　
　

健　

野
代
１

高　

真
利
子　

野
代
１
）野
代
１

中
川　

慎
太　

白
山
市

八
田
美
代
子　

七
尾
市
）藤
平
田
１

端　
　

伸
悟　

矢
作
３

松
村　

真
澄　

白
山
市
）矢
作
３

和
田　

裕
希　

本
町
６

宮
嶋　

香
世　

能
美
市
）本
町
６

盛
田　
　

繁　
二
日
市
１

酒
井　

真
里　

金
沢
市
）二
日
市
１

藤
岡　
　

実　

押
野
２

冨
木　

理
恵　

白
山
市
）押
野
２

山
﨑　

健
児　

粟
田
６

山
下　

裕
子　

金
沢
市
）粟
田
６

井
上　

丈
裕　

若
松
町

森　

香
菜
子　

岐
阜
県
）若
松
町

長
出　

真
隆　

野
代
１

西
川　

佳
美　

野
代
２
）野
代
１

寺
下　

由
寛　

押
野
２

若
林　

優
子　

金
沢
市
）押
野
２

三
室　

和
也　

七
尾
市

山
沙
也
香　

金
沢
市
）上
林
４

松
島　

啓
補　

堀
内
３

長
谷
田
弓
実　

金
沢
市
）堀
内
３

お
く
や
み

氏　

名

住　

所

年　

齢

松
村　

弘
一

三
納
３

78
歳

谷
屋　

与
吉

下
林
４

95
歳

坂
井　

三
郎

新
庄
１

92
歳

坂
村　

鈴
枝

新
庄
５

84
歳

本
野　

秀
邦
太
平
寺
３

70
歳

西
井　

清
子

清
金
２

81
歳

竹
田　

影
敏

粟
田
３

64
歳

香
城　

哲
丸

粟
田
２

88
歳

桒
本　

菊
枝

粟
田
４

95
歳

笹
木　

三
𠮷

粟
田
４

92
歳

池
野
ひ
な
子
二
日
市
町

85
歳

林　
　

三
郎

粟
田
３

82
歳

新
田　

和
子

新
庄
５

85
歳

前
川　
　

学

押
越
２

64
歳

小
川　

房
子

本
町
２

97
歳

塚
本　

俊
子
御
経
塚
１

93
歳

亀
田　

正
士

本
町
３

61
歳

橋
場　

昭
夫

押
越
１

84
歳

領
毛　

隆
弘

下
林
４

80
歳

青
木　

光
善

本
町
３

76
歳

宮
本　
　

修

柳　

町

82
歳

上
田　
　

幸
太
平
寺
４

93
歳

窪
田
美
智
子

押
野
３

84
歳

■10月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口 49,422 人 （＋ 164）

　　男　 25,165 人 （＋ 98）

　　女　 24,257 人 （＋ 66）

　世帯数 21,424 世帯 （＋ 58）

■10月中の人の動き

　転　入 351 人

　転　出 233 人

　出　生 70 人

　死　亡 25 人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H24.10.16～H24.11.15受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓
74

野 々 市 検 定　（問題は20ページ）

【第1問】C.  ３番　今夏の大阪予選では打率６割、甲子園でも打率
４割を超えた。

【第2問】D.  中山道　金沢から越前（福井県）を通って中山道の関ヶ
原宿へ向かう道の最初の宿駅にあたったのが野々市。

【第3問】D.  オエ　土間に対して、板の間に畳などが敷いてあり客
の対応など多目的に使われる部屋のこと。座敷や居間
を指す「御

お

上
うえ

」が変化したという説がある。
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　北陸朝日放送の「第11回石川ふるさ
とＣＭ大賞」で奨励賞に輝いた市のCM
「野々市のこだわり」は、喜多家住宅が
撮影場所と聞いて、早速のっティで行っ
てみました。
　CMのようにのれんをくぐって喜多家
に入ると、広い土間と居間が広がり、吹
き抜けの天井には見事な梁組み。これだ
けの家を維持するのはさぞ大変なことで
しょう。この家を守り続けている喜多さ
んに案内していただきました。

　「私はこの囲炉裏のある居間が一番好
きです。入った瞬間「いいなぁ」と声を
挙げる人もいますよ。そんなとき、この
家を守ってきてよかったと思います。生
まれた時から住んでいたので自分にとっ
ては当たり前の家なんですが、全国各地
からいろんな人が訪ねて来てくださいま
す。今回のCMがきっかけで、まず地元
の人に「市内にこんな場所があるんだ」
と知ってもらい、より皆さんに愛される
場所になってほしいです」

喜多記念館（北部ルート③、中央ルート㉙）

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

　市内の５つの国指定文化財のうちの１つが、昭和46年に指定された重
要文化財「喜多家住宅」。本町通り沿いに建つ趣ある町屋で、県内に現存
する町屋のなかでも古く貴重なもの。（バス停「喜多記念館」から徒歩１分）

のっティで巡る

ののいち探訪⑥

10月に行われた「北国街
道 野々市の市」では、喜
多家で能楽を披露しまし
た。たくさんの地元の人に
来ていただいて、うれし
かったです。今後も、北国
街道のまちなみを生かした
賑わい作りに期待します。

　喜多 直次さん
案内人

喜多家住宅

CMは北陸朝日放送
で放送中

銘菓「勧進帳」は前の売店で


